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“白鷹の峰 ロプチン(KG-2)”  6805m 初登頂 

Lopchin Feng / 絡布青峰( Loubuqin Feng) 
=阿扎氷河・三姉妹峰中央峰= 

神戸大学・中国地質大学(武漢)合同カンリガルポ山群学術登山隊 2009 
 学術登山実行委員会 

 阿扎氷河(Ata Glacier)三姉妹峰(左から KG-1若尼峰(Ruoni 6882m)、KG-2(6805m)、KG-3(6726m) 
徳母拉(Dema La)への道路が高原地帯に入るとカンリガルポの主稜線、三姉妹峰が姿を現す。 

KG-2は阿扎富士と呼びたくなるような立派で美しい姿を見せている。(2009/11/12帰路に撮影) 

 

カンリガルポ(崗日嘎布)山群はツァンポ－川の大屈曲点付近から始まり東南に約 280km に及ぶ山脈を構
成している。２０世紀初頭に西洋人の探検でその存在が明らかにされたが、近年の中村保氏、松本徰夫氏等

の踏査と研究結果が詳しく公表され、探検時代がようやくその幕を閉じようとしている。しかし、このたび

KG-2 峰の初登頂がなされるまで、３０座を越す 6000m 峰すべてが未踏峰のまま残されているという現代
における未踏の地であった。「未知への挑戦」、「パイオニア・ワ－ク」を志向するクラシカルな登山家にと

っては垂涎の山群である。カンリガルポ山群東南部に焦点(添付地図参照)を当ててみても 6000m の未踏峰
を２７座数えることが出来る。また、このたびの登山中にも知られざるピ－クを発見している。たとえば

KG-33 (a6380m)は主峰ルオニイ峰(6882m)の西に寄り添うように白い立派なド－ムをもたげているが、今
日まで写真すら存在しなかった。また、KG-5(6325m)は阿扎氷河の源頭にあるプラト－の縁に独立して美
しいピラミットを見せているが、今まで誰もその存在を同定していない。カンリガルポ山群の主稜線はこの

KG-5 から旧ソ連の地図の 6443m 峰にフラト－を隔てて続いているが、松下徰夫氏の地図ではこのあたり
の稜線についてあいまいである。KG-3 (6726m)は 2003年の神戸大学ルオニイ峰登山隊ですら、旧ソ連の
地図にある 6443m 峰と誤認している。 

2009年11月5日、神戸大学･中国地質大学合同崗日嘎布山群学術登山隊はカンリガルポ山群阿扎氷河(Ata 
Glacier)、三姉妹峰の中央峰 KG-2(6805m)の初登頂に成功した。最初に頂上に達したのはチベット人学生、
徳慶欧珠(Deqing Ouzhu)と次仁旦塔(Ciren Danda)の 2人であった。引き続き１１月 7日、矢崎雅則と近
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藤昂一郎の二人が頂上に達した。この山群にようやく初登頂の時代が訪れた。 
 

 
◆ ◆隊の構成 17人 
ü 日本側(7 人) 実行委員長山形裕士(59:農学部教授) 隊長井上達男(62) 副隊長(秘書長)山田健(54) 
登攀リーダー山本恵昭(51) 隊員矢崎雅則(35) 近藤昂一郎(23:理学部大学院学生) 石丸祥史(19:
農学部学生) 

ü 中国側(10 人) 隊長董範(Dong Fan)(49 教授) 副隊長牛小洪(Niu Xiaohong)(41) 副隊長李倫(Li 
Lun)(32)  隊員徳慶欧珠(Deqing Ouzhu)(22:学生、チベット)  次仁旦塔(Ciren Danda)(22:学生、
チベット )  袁復棟 (Yuan Fudong)（ 24:学生）  張瑜 (Zhan Yu)(24:学生 )  李生鵬 (Li 
Shengpeng)(29:大学院学生) 張群(Zhan Qun)(24:学生)  宋紅( Song Gong)(20:学生) 

ü 連絡官  達瓦(Dawa)  
◆ KG-2の山名について 

この山にはまだ名前がなかった。中国地質大学は仮に若尼（Ruoni）Ⅱ峰と呼んでいた。現地の人達
もあいまいだが、「白い鳥の峰」という者もいた。現地の呼び名があればこれを最優先に命名したいと

考えていた。このたび、現地での議論の結果、名前が確定した。 
KG-2  6805mの山名 (チベット語) 
 日本語  ロプチン 峰 
 英語表記 Mt. Lopchin  または Lopchin Feng 
  中国語表記  絡布青峰 Loubuqin Feng 
ロプチンはチベット語で " 雄鷹""勇敢""智慧"と"大学(University)"の意味。 
大学同士の合同隊で”大学峰(Daxue Feng)”とする案も出たが、やはり現地の呼び名を尊重すべきとの
合意になった。なお、村民には「白い鳥の峰｣と言う者もいた。そこで、「白鷹の峰 ロプチン｣と呼ぶ

カンリガルポ山群

崗日嗄布(Kangri Garpo)山群の位置 ▲チェル－山

▲KG-2
7554m

6168m
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ように考えている。 
 
◆ KG-2の標高 6805m 

高さは旧ソ連の地図では 6703ｍとなっているが、頂上でＧＰＳは 6805ｍを示していた。中国チベッ
ト登山協会もこの 6805ｍを認定して登頂証明を発行してくれた。山群は未開放地域であり、詳細の地
図は公開されず、また測量も許可されないので当分の間正確な山座同定は期待できない。 
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◆ 登山活動概要 

10月 09日 先発隊空港出発  拉薩にて食料などの調達 
10月 10日 本隊関西空港出発 
10月 11日 武漢にて結団式  中国側 10人 日本側 7人   
10月 12日 武漢⇒成都⇒拉薩----空路 
10月 15日 拉薩⇒米拉山 5013m⇒林芝(八一)  陸路(川蔵公路)   
10月 16日 林芝⇒波蜜(Bomi)⇒然烏(Rawu) 
10月 17日 拉古(Lhagu) 
10月 18日 拉古⇒Kogin⇒Chutsu⇒BC(4320m) 
10月 20日 Depo-Camp(4440m)建設 
10月 21日 BC撤収、Depo-Campに集結 
10月 24日 ABC(4660m)に集結 
10月 25日 Camp-1 地点偵察 
10月 29日 Camp-1 (4890m)建設 
11月 01日 Camp-2 (5680m)建設 
11月 03日 全員 C-1集結 アタック体制確立 
11月 04日 第一次、第二次アタック隊、C-2へ 
11月 05日 中国チ－ム 第一次アタック(C-2より 5人出発、3人は登頂断念) 

‒ 中国チ－ムのデチン ダンタ ２名 13:18  登頂 （午前 3時半 C-2出発、14時間行動) 
‒ 日本チ－ム 4人は Camp-3 (5910m) 建設 

11月 06日 降雪、待機 
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11月 07日 第二次アタック 
‒ 日本チ－ム 矢崎 近藤 8:00AM C-3出発 15:36 登頂 8:00PM C-3帰還  
‒ 中国チ－ム 5人が C-2  4:00AM出発 C-3手前で故障者のため登頂断念 

11月 08日 C-2 C-3 撤収 
11月 09日 C-1 撤収 
11月 10日 ABC  Depo-Camp 撤収  (Depo-BC間は Porter 10人が 2.5往復) 
11月 11日 BC撤収 拉古帰還 ⇒ 然烏 
11月 12日 然烏⇒林芝 
11月 13日 林芝⇒拉薩 
11月 18日 拉薩⇒武漢 
11月 19日 中国地質大学(武漢)にて報告会 
11月 27日 帰国 

 
◆ 登頂  
 11月 5日、戦術として 5日の好天を活用して元気のある中国チ－ム 5人が C-2からアタック。日本チ－ムは高度順応不十

分にてオ－ソドックスに C-3を建設して翌日アタックとした。C-2 からは標高差 1100m あり、3:30AM、月明かりを頼りに

アタックを開始したが、結果的に 2名(徳慶欧珠と次仁旦塔)のチベット人隊員のみが午後から天候悪化した中、1:18PMに登

頂。翌日（6日）は C-2 C-3は吹雪と強風で停滞。そして、7日は日本人二人(矢崎雅則、近藤昂一郎)が 3:36PMに登頂。C-3

帰還は日没後の 8:00PMとなった。風がトレ－スを消し去り、C-3の位置を一時見失なつたが、サポ－ト隊の献身的支援によ

るきわどい C-3帰還であった。 

 

 
C3から見る KG-33 (a6380m)  

 
Ata-Lhagu峠(5500m)と Zyaddoの 3ピーク 
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朝日に耀く KG-5(6325m) 

 

カンリガルポ山群の最高峰若尼峰(Ruoni 6882m) 

 
“白鷹の峰 ロプチン(KG-2) ”  6805mと KG-3 6726m 

昇る朝日と沈む満月 
 




